
一 般 質 問市政について問う！

問
貨
物
駅
跡
地
の
活
用
に
向
け
た
検
討

と
市
民
か
ら
の
意
見
収
集
の
取
組
は
。

答
市
長
／
貨
物
駅
跡
地
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
沼
津
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り

戦
略
に
基
づ
き
、
防
災
公
園
と
し
て
の
整

備
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
有
識

者
や
市
民
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
中
心
市

街
地
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
防
災
機
能
や
平

時
の
公
園
機
能
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
き
た
。
今
後
は
、
地
域
住
民
や
市
内
の

学
生
等
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
掲
載
等
に
よ
り
、
広
く
市
民
の
意
見

問
５※

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
香
貫
用
水
の
今
後
の
利
活
用
は
。

答
市
長
／
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
香
貫
用
水
を
広
く
周
知
す
る

た
め
、
市
内
各
地
で
パ
ネ
ル
展
を
開
催
す

る
ほ
か
、
香
貫
山
や
狩
野
川
な
ど
を
含
め

た
周
辺
マ
ッ
プ
の
作
成
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
増
加

に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
、
国
・
県
や
、

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
が
所
在
す
る
自

治
体
と
連
携
し
、
広
域
的
な
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
本
遺
産
を
活
用
し
た
地
域
の

活
性
化
に
努
め
て
い
く
。

問
令
和
四
年
十
一
月
の

６※

自
転
車
安
全
利

問
本
市
の４※

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
認
識
と
今
後
の
取
組
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ

に
お
け
る
国
際
的
な
会
議
の
開
催
や
、
新

総
合
体
育
館
に
お
け
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
リ

ー
グ
や
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
全
国
大
会
等
の
開

催
は
、
本
市
の
魅
力
の
全
国
的
な
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

政
策
の
推
進
は
、
本
市
の
都
市
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
に
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
最
大
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
で
あ

る
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
や
新
総
合
体
育
館
等

を
有
す
る
県
東
部
の
拠
点
都
市
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
首
都
圏
に
近
い
と
い
う
地
理

問
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
見
た
国
民

健
康
保
険
料
の
均
等
割
保
険
料
に
対
す
る

認
識
は
。

答
市
民
福
祉
部
長
／
国
民
健
康
保
険
は
、

加
入
し
て
い
る
全
て
の
世
帯
員
が
等
し
く

保
険
給
付
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
原

則
、
加
入
人
数
に
応
じ
た
均
等
割
保
険
料

を
徴
収
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
低
所
得
世
帯
に
対
し
て
は
、

均
等
割
保
険
料
と
世
帯
別
平
等
割
保
険
料

に
つ
い
て
、所
得
に
応
じ
て
七
割・五
割・

二
割
の
軽
減
措
置
を
適
用
し
て
き
た
ほ
か
、

令
和
四
年
度
か
ら
は
、
未
就
学
児
に
係
る

均
等
割
保
険
料
を
五
割
に
軽
減
す
る
措
置

を
収
集
し
、
計
画
策
定
に
生
か
し
て
い
く
。

問
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
に
は
、

い
じ
め
の
犯
罪
性
を
周
知
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の
取
組
は
。

答
教
育
長
／
市
内
小
中
学
校
で
は
、
道

徳
の
授
業
や
人
権
教
育
に
よ
り
、
い
じ
め

の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
学
校
生

活
に
お
い
て
は
、
心
身
と
も
に
成
長
過
程

に
あ
る
児
童
生
徒
の
些
細
な
行
動
が
い
じ

め
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
教
職
員
は
、
生
徒
指
導
の
研
修
会
等

を
通
し
て
、
い
じ
め
は
犯
罪
で
あ
る
と
の

共
通
認
識
を
高
め
、
学
年
集
会
等
で
児
童

生
徒
に
対
し
周
知
し
て
い
る
。

用
五
則
改
正
の
主
な
内
容
と
そ
の
周
知
は
。

答
企
画
部
長
／
従
前
は
「
安
全
ル
ー
ル

を
守
る
」
と
さ
れ
て
い
た
表
現
が
、「
交

差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を
守
っ
て
、

安
全
確
認
」、「
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
」、

「
飲
酒
運
転
は
禁
止
」
な
ど
具
体
的
な
表

現
に
変
更
さ
れ
た
ほ
か
、
子
供
に
限
定
さ

れ
て
い
た
自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
推
奨
の
対
象
が
、
全
年
齢
に
拡
大
さ

れ
た
。
自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
は
、
命
を
守
る
上
で
大
変
有
効
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
チ
ラ
シ
の
配
布
や
関
係
機
関

と
連
携
し
た
交
通
教
室
の
開
催
な
ど
、
様

々
な
機
会
を
捉
え
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

的
優
位
性
や
自
然
と
歴
史
的
資
源
を
最
大

限
活
用
し
、
今
後
も
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の

誘
致
に
努
め
て
い
く
。

問
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
進
展

に
伴
い
、
そ
の
事
業
効
果
を
市
民
に
対
し

発
信
す
る
取
組
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
鉄
道
高
架

を
は
じ
め
、
道
路
や
街
区
整
備
の
進
展
に

よ
る
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
、
利
便
性

の
向
上
な
ど
の
事
業
効
果
を
市
民
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
や

Ｖ
Ｒ
等
を
活
用
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
媒

体
を
駆
使
し
、
幅
広
い
世
代
に
向
け
た
情

報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の
軽
減
制
度
を
世

帯
の
状
況
に
応
じ
て
適
用
す
る
こ
と
で
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
は
軽
減
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
未
就
学
児
の
均
等
割
保
険
料
の
軽
減

措
置
を
未
成
年
ま
で
拡
大
す
る
考
え
は
。

答
市
民
福
祉
部
長
／
国
民
健
康
保
険
事

業
は
、
県
の
運
営
方
針
の
下
、
安
定
し
た

財
政
運
営
や
広
域
化
・
効
率
化
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
。
均
等
割
保
険
料
の
軽
減
措

置
を
未
成
年
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
は
、
県

の
運
営
方
針
を
踏
ま
え
る
と
、
財
源
の
問

題
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
現
状
で
は

困
難
と
考
え
て
い
る
。

小
澤
　
　
隆

尾
藤
　
正
弘

井
原
　
三
千
雄

岡
田
　
進
一

市民の意見を生かした
貨物駅跡地の活用は

世界かんがい施設遺産登録後の
香貫用水の利活用は

コンベンションシティ沼津の
今後の戦略は

国民健康保険料における　　　
子育て世帯の負担軽減の取組は
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